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1. はじめに	 
	 近年,様々な分野の事業が社会・経済の問題解

決や業務の付加価値向上等を目的として,ビック

データの活用を試みられている.効果的なビック

データ活用には多種多量のデータの収集・蓄積

が必要であり,効率的なデータの収集・蓄積がで

きるプラットフォームが求められている.	 

	 これまでに,	 スマートフォンにアプリをイン

ストールすることで記念撮影やスタンプラリー

等のサービスをロボットで提供するとともに,顧

客からライフログを取得し,マーケティングに活

用するアンケートロボットを開発した.本論では,	 

昨年度の機能を拡張し,より幅広い顧客が回答し

てもらえるアンケートロボットを提案する.	 

	 

2. 目的	 
	 本研究では顧客の回答意欲促進およびデータ

収集効率を向上させるアンケートロボットの実

装を目的としている.	 	 

	 

3. 提案するアンケートロボット機能	 
	 アンケートシステムは,クライアント	 (ロボッ

ト・スマートフォン),アンケートサービス	 (サ

ーバ),混雑度センサー,アンケート集計データベ

ースの 4 要素から構成される.クライアントとサ

ーバ間の通信制御には RSNP	 (Robot	 Service	 

Network	 Protocol)[1]を採用している.システム

の概略を図 1 に示すとともに,各機能の実装を以

下に示す.	 

	 

	 
図 1.	 アンケートシステムの概略	 

	 

	 

	 

	 

	 

3.1	 呼び込み機能	 

	 呼び込み機能は,ロボットがアンケートを回答

してもらえるように,周囲に話しかける機能であ	 

る.呼び込みの内容はロボットごとに呼び込み内

容を設定できるため,設置場所に応じた対応が可	 

能である.	 

3.2 アンケート読込・送信	 

	 アンケートは,アンケート内容が記述された

XML ファイルで構成され,サーバで所持している.	 

3.3	 アンケート開始	 

3.3.1 ロボットによるアンケート	 

	 ロボットはタッチパネル式ディスプレイによ

り構築され,利用者は画面上に表示された選択肢

を押すことで回答できる.回答者の識別には,ア

ンケートの回答前に入力する数字を使用する.	 

3.3.2	 スマートフォンによるアンケート	 

	 昨年度の実証実験ではアプリを使ったスマー

トフォンによる回答を実装したが,アプリインス

トールが煩わしいと感じる人が多かった.そのた

め,本システムではアプリなしで利用できるよう

に変更した.利用者はアンケートの回答ページの

URL が埋め込まれた QR コードおよび Near	 Field	 

Communication	 (NFC)	 をスマートフォンで読み

込むことでアンケートに回答できる.回答者の識

別には cookie を使用している.	 

3.4 読み上げ機能	 

	 ロボットが質問や選択肢等を読み上げる機能

である.音声合成エンジンと画面に文字を表示す

る機能は互いに独立した機能であるため,画面に

表示した文章とは別の文章を読み上げることが

可能である.	 

3.5 リコメンド機能	 

	 回答結果に応じて,ロボットがお勧めの情報を

提供する機能である.	 

3.6 アンケート切替機能	 

	 あるアンケートの回答後に,次のアンケートに

切り替える機能である.切替先は回答結果や混雑

度センサーからの混雑度情報等によって変更す

ることができ,また均等に回答数が得られるよう

に,一定の回答数が得られたアンケートを別のア

ンケートに自動で切り替えることが可能である.	 

3.7 回答結果蓄積および表示	 
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	 回答結果をデータベースで蓄積・集計し,回答

状況をブラウザ上で表示する機能である.	 

	 

3.	 実証実験	 

3.1	 Japan	 Robot	 Week	 2016 での実証実験	 

	 2016 年 10 月 19 日から 2016 年 10 月 21 日に東

京ビックサイトで開催された Japan	 Robot	 Week	 

2016 において,ロボットサービスイニシアチブ	 

(以下 RSi),芝浦工業大学,ベイエリアおもてなし

ロボット研究会,首都大学東京,神奈川県	 (さが

みロボット産業特区),	 東京都立産業技術研究セ

ンターの出展団体と連携し,アンケートロボット

の実証実験を行った.	 

	 実証実験内容について,各出展団体のブースに

タブレット型のアンケートロボットを 1 台ず

つ,RSi のブースにディスプレイ型のアンケート

ロボットを 1 台配置し,通行人に利用・回答して

もらう流れである.回答するアンケートは全部で

9 問であり,各ブースで回答されたアンケート結

果はアンケートシステム内のデータベースにま

とめて集計される.この条件下で実証実験を実施

し,利用者の反応を観察した.	 

	 実証実験当日の状況について,アンケートシス

テム自体は正常に稼動し,アンケートの回答およ

びデータの収集が行うことができた.	 回答数は 3

日間で計 131 件であった.利用者の反応として,

スマートフォンからアプリなしで回答できる点

や,お勧めのブースを紹介するリコメンド機能が

良いという意見が多かった.回答状況が気になる

利用者が多く,回答結果表示機能も好評だった.

一方で,選択肢が多いという意見や質問数が多い

という意見があった.	 

3.2 深川商店街での実証実験	 

	 2016 年 12 月 23 日から 2016 年 12 月 24 日に深

川商店街にて,芝浦工業大学と連携して実証実験

を実施した.	 

	 実証実験内容について,深川商店街の 6 つの拠

点	 に設置したアンケートロボットのアンケート

に答えることでスタンプが 1 つ入手でき,合計 4

つ集めて写真撮影をするスタンプラリーを実施

した.本実証実験では利用者ごとに回答した回数

がカウントされデータベース上に記録されるよ

うに設定し,初回の回答と 2 回目以降の回答でア

ンケートが切り替わるように変更した. 初の回

答の場合はどの拠点でも年齢・職業等のプロフ

ィールを訊く質問が表示され,2 回目以降は回答

数が 10 に満たない質問から成るアンケートが表

示される.また,Japan	 Robot	 Week	 2016 での意見

を生かし,アンケート 1 件につき 3,4 問に設定し,

選択肢の数を少なくした.	 

	 実証実験の実施状況について,アンケートシス

テムは正常に稼動した.本イベント中に,6 つの拠

点に設置したアンケートロボットのアンケート

数は 2 日間で 55 件であった.利用者の反応とし

て,子供からお年寄りの方まで見慣れないロボッ

トに関心を持ち,好評だった.アンケートの出題

数についてもちょうど良いという意見が多く寄

せられた.	 

	 

4.	 評価・考察	 

	 Japan	 Robot	 Week	 2016 での実証実験では,ア

プリなしでのスマートフォンからの回答がアプ

リインストールの手間を省き,データ収集の効率

化に繋がった.アプリなしでの回答に抵抗を感じ

る利用者は少なく,利用者の回答意欲を促進させ

たと考える.	 

	 深川商店街での実証実験では,6 つの拠点の各

回答数に偏りがあり,飲食店・資料館等が多く回

答されていた.回答数が多い拠点では家族連れが

多い傾向があり,子供が興味を持って親が回答す

ることが多かった.このことから,アンケートロ

ボットは子供の方がより効果が有ると考える.	 

	 アンケートの質問の中に追加機能に関する質

問を入れたところ,年齢や性別等のプロフィール

を顔から解析する顔認証機能,声で回答できるよ

うにする音声入力機能の追加を希望する意見が

寄せられた.今後はこれらの機能を実装し,回答

意欲をより促進させるアンケートロボットの実

装を検討する.	 

	 

5.	 まとめ	 

	 昨年度の機能を拡張し,Japan	 Robot	 Week2016

と深川商店街で実証実験を実施した.アプリなし

でのスマートフォンの回答等の追加機能は利用

者の回答意欲促進やデータ収集効率の向上に貢

献した.今後は利用者が求める機能を追加し,よ

り利用しやすいアンケートロボットの実装を検

討する.	 
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